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木材材質の森林生物学的研究(第 6 報)
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との報;'，-はトドマツ材の材民生長命に関する研究の一部であって，前、HfX，必と 1;可ーの健司~:t也につ

いてその{同心生長のあらわれかたと立地の傾斜・について観察されたものである。

11市心生長様式は非常に複雑で、あって，そのIf"I: 'f'fとかたちとを illl後化してかんたんな系列にと

りまとめる段~T'Yにはまだ支っていないが，二， J fの.lf{l.味ある討;県をえたのでととにあえて記;1主

するとととした。

なた，本実験の施行にあたって多大の御指導と御{足立とを与えられた林業試験場札l脱文場長

材、fÎiilf:" 林業試験場 4く村1fllk斎藤美鷲氏ならび1亡技古川中1~~;1~:1\:に深甚の謝意を炎する。 ま
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た，試料の採取ゐよぴ:iJ11j定に協力を得た技官辻完rtJ， rj' 川イIjl}jをの両氏にイ')í'せて!♀:く謝立を夫す

る。

I 肥大生長の偏筒

林木は理想の生育条件のもとではその横断面が樹心を'1 1心とし CJIミ円の生長をなすものとの

仮定にもとづいて樹幹の量的生長過程の解析がなされるのが、1(.jffiである。だが，横断面生長が

1E円をなすような理組の生育状態は，われわれの木材生産の場にはまやほとんど見いだせない

といってよい。

Table 1. は牛笹生長の横断ri'li的むよぴ、縦断的{的配分の状態を例示したものであって，偏Il>

度 .v rs は N--S 直径について N 方向学径R:t\と S 方向学径 RR とのよ七の値でしめし， Rx 

27RB にしたがって R}//RR， Rs/Rx の他に(十)たよび(一)の符号を付してるらわしてる

る。すなわち p 十NrS は N 側に -NrS I主 S ít!lJに肥大生長'íl込侍しているととをしめす。とれ

らの現わす曲械がすべての也径42 よびすべての生長"l\J1I乙ついて T 二 1 の直線となるとき樹立七は

完全なlE円の生長をなしているわけであるが， 去にあきらかなようにそのような T 曲線l主ほ

とんど見あたらないで，横断(1'，)に沿むむね白線的配ダIjをしめすのはかなり高い部分であり，縦

Table 1 N-S 偏心度 c"r，，)の!係年変化例

供試木 No.61，南側斜面立木， N-S 傾斜十22 0 ， E-W 傾斜 +80 ， . 

樹齢 96，樹高 21. 83 m，胸高径 37cm，樹皮率 11. 3 ， Z=12.2 

地上高 (m) I 0 o I 2.2 4.2 6.2 8.2 10.2 12.2' 14.2 16.2 18.2 

(年輪数) i (96) (お) (62) (目 (必) 1 (46) (33) (34) (27) I (2つ)

2コ .2

(8) 

l問 ( ← 1 ・ 84 + I ・ 15 1 --I ・ 041 -I .05 -1 .041 .... I ・ 03 --1. I11 ー 1.12! 一 1.221 ー l ・叫 +1 ・ 05
'44 十し 87 十 1.16 -.1.041 ーし 04 -1.03' ー1. 04 ー1. 10 ー1. 10 ー 1.20 ー 1.05 土1. 0つ

. '39 i + 1. 85 イ ;.18 --1.051 一一 1.02 • I .03 , --I .OS! ー 1.08 , ー 1.08 -1.18 ー 1.03 ー

'34 ! ヰ1. 741 寸 1 ・ IÔ I ー l ・吋 1.01 -1.04' ー 1 . 06 -:. 091 -1 叫 ← i ・ 14 ャ 1. 07 1
'29 十 1.62 'i-I . 18 -1 .06 -1 .01 -1 .01 -1 .09 .. 1 .06 - 1.04. し 1.04

'24 I 十1.571 "ー1. 19 ーし 05 -1.01 ー1.03 -1 . 09 -1. 04 士1. 0コ +1.11

19 1 ~- I 判'， 1.17 -1ω ー 1.02 + I 凶 1.03 寸1. 03 土 l ∞
'14 1 -1-1.38 十 1.11 -1.08 二 1 .00 -'-I .06 -1 .09 :-1 .21 

生

長 '09 1 十1.27 

'04 1 ->, 1.12 

ト1. 1 I ー1. 06 工1. 00 ム1. 03 土 1.00

: 1.06 -1.04 .C 1.06 + 1.13 土 1.0コ

期

(
西
暦

1899 • 1.06 

'94 -1.28 

'89 -.1.41 

1.05 ー1. 0:'; ニ 1.00

っー1. 03 士1. 00

-1.04 土 1.00 ，

'84 ーl. 67 ー 1.06 1 -

'79 1 一 1.67' 土 1.00 1 一

1.49 

-, 1.30 

1. 431 -
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断的に地上高 0.0 メートル;からその年の樹梢にかけて直線的であるのは 1899 "1三ころに一度し

かない。つまりとの生長過陀に沿いては横断面生長にたいても縦断固生長に;J;:，'\"ても r=l の

生長をしていないとと，すなわち，立体的に原則としての円錐(台)的な生氏を全くしめさな

いといってよいととを意味している。またとのような場合の偏，~、生長lとかならやしもいわゆる

アテをと作うとは限っていないようである。

樹幹形態の量的なf日H奇は，年々累積される生長居の厚さの偏侍によって決定される。年1陥i土

数多い細胞の:l:W杭によって構成されるから，樹幹形態としてあらわれる肥大生長侃f~fのかたち

は窮艇に辛子いてその椛成単位である和n胞のかたち，成り立ちとの関連性に沿いて担えられねば

ならすヘそしてとの景的な侃侍はまた質的な侃傍とむすび、ついているから，樹幹形態のかたよ

りは木村利IIJのうえに軍要な休日ーとなると考えられる。

自供試木骨

札幌営林fpj:ì:F内!手[1 1 国有林の括部会よび 98 林班にまたがってrJZIiごされた椋qUI且は， NW 

7 0 方向に 140 の壮大傾斜をもっ北側斜面と ， SW 19 0 方向に 22 0 乃段大ftfi刊をもっ市側斜

岡沿よぴ、とれを境ずるほとんど (tfi斜をもたないで東西に走る峰筋とから +i<\'成さ AL，~総長i約 200

m 相度の地形に必けるトドマツをと主林木とする針j間混治天然生林分である。 1949 "1ミの 11 )J 

から 12 月にかけて椋準地伐区内のトドマツを皆伐し，地上高 O.Om ， 2.2m ，.......以下 2

m むきに厚さ 10cm の ['1 慨を搾取し，枇夜凍結のまま実験室i乙搬入した。!ド川LJI阪長耐J係平i取IL瓦に lιz筏?して

は校4痕t克正f部(沼官はとれをさけたので

るもの 29 イ本記， 1市似IJ制面に I，~えするもの 30 本台よぴ峰山に属するもの 9 本で合計 68 本， ['1 仮総

数は 535 f:tiであった。とれら供i式木の樹齢，樹高むよぴ胸高也往(皮1-]-) Jコ!之数分布[主 Fig.

1 のようである。

lV ;則 定

自?;!{的環境に沿いて樹幹に侃心生長の/1'，

2凡する条件はむそらく非常に複雑でL あっ

て P 立地の成立に閲する措要素と樹休の内

的要素との関連性のうえに綜合されて生じ

てくるものであろうから，単純な要素K還

元して個々の条件について解析しでも実験

的に追跡されないかぎり明確な法則はゐそ

らくみいだされないものと考えられるが，

それらの条件のうち立地の傾斜に関して各
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Fig. 1 供試木の樹齢，樹高お上び胸高直径
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;占:木Jコ=\';:つ斜面の方向，あるいは傾斜の大さまたはな木í'l休のl!(Úiの M! き等に l謁ずる ~\'O也の力学

的要素，いろいろな生長条1tl:すべてへの反応としてしめされる立本自体の生長状態の度合に関

する生翌日的要素などについて，ととでは， (1) 各1f1rl休の属する林宏のもつ斜凶iむよびその方向，

(2) 件11，'，111くの立つ地耐の何羽角， (3) 谷川休の生長の度合の三つのま延長と偏心生長の 11\現状態と

の関係を ìJllj):ë観察してみた。

(1) については棋準地内の市側ゐよぴ、北側の斜r(Jjと峰仰との三区の林分・にわかつて観察し，

(2) については各個体の立つ小地形の径 2m の範凶がもっ N-S むよび E-W 軸のftIì耕角

ピを測定し， N→S 方向むよぴ E→W 方向の傾斜を(十)傾斜となづけ， S→N 右向ゐよび

W→E 折口]の傾斜を(一) 1tIf耕とよんで， 三区のJ水分aから(+) (一)傾斜別に侃心状態を

とりまとめへまた (3) についてはその数値的表現がL"'Hdlであるので{足立上各伽l体が 1949 年に

もつ総;材杭をその樹齢で除して 1 ， 000 を乗じた数fJi'( Z について， Zぞ1. 0 にしたがってふた

つの群 A (Z> 1. 0) むよび B (Zく1. 0) にわかつて材の荒川j生k状態の綜合的な指主主として

観察をすすめた。ととに Z=l なる他を搾ったのは，経験的にいわゆる被圧水主主よび、通常木と

称せられる 21洋の量的な境界にほぼこの他が一致するからである。

各供i式木から得た川椛については，位l'ï.~の内側と外側から 5 /'I~j;，~きに mm 単位で‘東西市二|ヒ

四方向の小径生長長を測定し， í同心の度合!ま前述したように乍径比士T であらわした。 また

材干:lt;~十J;}:に当つてはフ。ラュメーターに上ってfrlllEした。

V 南側および北側斜面と偏心生長の状態

Y:'i'f :ltj，l総|・而ゐよぴ、|峰山区に 3Eける全供i武本の 1949 /，ド ({U叩寺)現{I:の千i勾!日心!主 A.rS ，

ErW を地上高にたいして比較すると Fig.2
1.' 

斗

4・-・~.lヒ'"舎村函立本'1''"
-0-一一0-"刷会斗函 令

-0-ー0-峠"

のようになる。北1!11J斜面の立木の.LI;_均は， N

-→Sl!ilhl乙ついて ， NrS が(一)の領域からは

じまって地上高を併すにつれて NrS 二1. 0 に

接近してたり，また市側斜而立木の平均はと

れと反対に ""rs が(十) の領域からはじま

c4 

1仁川

Z

0

2

 

1

ぜ
、

P

Jい
白fl
y
a
-
-
+」
「

一ー+怪上品 (m)

って地」二，:C:J のL11ーとともに srs=1.0 にちか

づいて主よし さらに E-CW 車lliに関しては

ErW は \.rs の場合と J也の何向をしめしてい

るが，峰筋工，:本のヱド均[まし、ゃれもそれらのほ

UO 22 42 6.2 8.2 10,2 12.2 142 16.2 U2 202 222 

Fig.2 地上高にたいする斜面別平均偏心度

ぽ'f-t IH!にあって ìL以夫に分司J しているごとくみとめられる。

.;.:.以下言葉による混同をざけるために， 南jQlJ及び北側斜面ω1]Jjに勺いては“斜ji1i" と L 、う言葉%~ , 
まずこ，この小企!l!形のかたむぎについては“傾斜"と L 、う言葉台区別して用いる。
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T の IlliK:J*がほぼ T 二1. 0 となるのは地一 1-.高約1O~12 :J. ートル附近であるが， r の変化の度

合!ま N--S ljllh で、 l土 H'ift1lJ剖h~Îに沿いてまさり E--W 軸では北f!!時十拍[にゐいて激しくしめされて

ゐり p とのととは斜阿の N-S j~Ùi阿部が市側斜面に於いてまさり E-W 車IÏi傾斜が北側斜凶{に

於いてまさっているととに符合するようである。定性的にはとれらはいやれも斜lúîの上}jに向

って肥 )([1引なしているととを意味しているととになるが，との傾向は絵版部:T1)J 1j --'Ii..JiJについても

ほぼIlíJ様にみとめられる (Table 2) 。 しかしその度合の樹齢による差異ーは全く l切らかで、はな

L 、。

Table 2 地上高にたいする侃'L、 13Eの樹齢階別千1:')変化

斜面別 i 

侃心度; 樹齢階 i 0.01 2.2 I 4.2 6.2 8.2 10.2 12.2 I 14.2116.2 1 18.2I 2υ2υ 

地上高 (m)
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つぎに存Vi'éþ"!<のんき L 、 (A) j作立本とノj 、

さい (B) n下立本との別にしたがって， その

f~~ ，Nftの:i1~JiJ変化を科凶j)Jリに比較してみると

Fig.3 のようにしめされ， (A) j洋立木の11三

均 J土I削除千 n'JÎで明瞭な対蹴的変化をあたえた

が (B) 群立木の千五jは両詳面で、類似した傾

向をあたえた。 とれはグひこのべる立よ也の傾斜

'0 

,.. .与一一・ト'"侮Hf.斗司E 【AlI帯主本争開
4・ドー〈ヨト , (即 ・

-0-ー-0- 尚.'冶引薗(A)

().--0- ・ 仁田
'.6 

(f 1.2 

1s t ロ

0，0 言~- &2 (ll 10.2 1'2.214-2 1�-2 18.2 202 22,2 

一一一一~，也主畠 (m)

Fig.3 地上高に1::.1，、する (A) (B) 群別偏心度の

との関係について観察するとより l切らかな差 斜面別平均斐化

呉市をしめず。

¥1 立地の傾斜と偏心生長。状態

各斜古Iのなかで11'iJ 々の立本が立っている地問Î (立木を "~'L、として 2m の範囲)の傾斜角 (N
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-s 草lh :士 α1 0 ， E-W llijh: 士向。)を林分のもつ斜面とは無関係に偏心度士T にたいしてと

りあげると， 1949 年，地上高 0.0 メートルについて Fig. 4 のようにしめされる。

20 

710 
α宮口

〈ー， '0

20 

とれによると，容積生長の良好な

立木1洋 (A) と不良な立木群 (B)

との川に， (+)必よぴ(-)傾斜

を通じではと T との増減関係にか

なり|リj瞭な対蹴的傾向がみとめられ

る。とくに N7s と α1 との関係にゐ

いて顕著にみられるように ， (A) 

併の立木は N7sニ (+ )， α=(+) の

悦岐と λ，. 7sニ(ー ) ， αI 二(一)の領

域に分布してゐり，とれにたいして

三4 3.0 2.6 2.2 1.8 1.4 1.0 1.4 1.8 2.2 2.6 3D 3.4 3.8 

CB) il干の立木は N7s二(一 )， α1 二

(+)の詰1~点と .N 7s=(+) ， α1= (一)

の 'Âl11.!'x にうトイri している。 E7 iV につい円寺ーτ__，.什〉

Fig.4 傾斜角 a と 0.0 m , 1949 年偏心度 7 てはとの傾向が向=0 の車lhにたいし

てややななめ上方に移行しているごとくではあるが， しかもなむ (A) 群と (B) 群との対問

的な 1ttì向はみとめられるようである。

とれは地上高 O.Om に必ける状態であるがy いま各地上高にたいして全供試木のもつ(十)

ftíì斜ゐよぴ(一)傾斜の別にしたがって (A) 群と (B) 群との千均 N7パの変化を求めると

Fig.5 のようになる。との(+) Nì糾の:<f-均 α1 は (A) :f洋で +21. 6 0 ， (B) 1洋で +18.9 0 ，

(一) fl頃宗干の之'f-.ltJα1 は (A) '1洋一 12.3 0 ，

(B) 昨 -14.0。であったが， ( +) ftfiSîtヰで

は， (A) 群立木は 1;7s二(ト)より N7S=

士1. 0 に漸近し (B) 群立 4三は N7s ニ(一)よ

り N7s二士 1. 0 の車jlJに対して上に凸の変化を

るたえ， (一)傾斜では (A) ， (B) ，'/ l下立木

はそれぞれ C+) ftíi斜の場合と逆の配列をあ

たえている。まえに観察された南側及び~:I t{f1IJ

斜面別の侃心度変化の差異が比較的不明瞭で

あった (Fig. 2 ， 3) のは p とのような凶子が

1.6 

L4 

、

t 叶崎軒立本

、血、申

ー-o--cト (A四時'1'均

-1・-.. 砂- (田倉等宮本φ"

にー》帽をヰu

i [:)btA-
即位 42 6.2 82 102 12.2 1~ ， 2 1(>,2 18.2 2厄f""U:

ーー一一炉 t住之皐ιm 】

Fig. 5 {!Hi心度の(+) (ー)傾斜別比較

混在していたためと考えられる。図に沿ける(+)傾斜立木と(一) ftiì斜立木との偏心様式の

反位は，傾斜の上位ゐよぴ下位に関してはまったく問位であって，つまり，樹幹下位部では小地
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形の{ぱ科の方位に関係なく存続生長量の大きい (A) 昨立木は傾斜の上位方向に， また容干A~Þ_

長主1の小さい (B) 群立木は傾斜の F位方向に肥大生長偏侍する傾向をもち， との傾向はかな

り高い位I幹の部五トまでゐよんでいるととがlリj らかで、ある。

1官 樹幹基部における偏心生長の歴年変化

以|二lま伐笹Jj時 l亡命ける供試木の肥大生長11市侍の状態であったが，各立木はその生長過程にる

ってつtJ. I乙上越のような偏心状態を保つとはかぎらす，変動の多い生長の各時期に対応して複

雑な偏心の推移をもたらす。地上高 O.Om にたいて樹心から極年の侃心度の.L1'-ltJ変化を， 上

記の傾向にしたがって， (+) (一)何j奈刊リに (A) (B) I洋についてそ*l-ぞれ求めると srs

は Fig.6 にしめされるととくで、あった。 すなわち， (+)傾斜立木は (A) 群が(-)領与え

から(+) fìf!:lJ，]Zへ， (B) I洋が(一)または

(+ )制域から(_.)領域へ修行する傾向を
ー
ト‘

2
0

、

Z

2

2

1

f

 

"、穐.....、 ? '-'、制'"‘t与本

もち， (--)傾斜立木はその反対の傾向をも

っ。つまり， 111i1 々の立木のたつ小地形の傾斜

に関して (A) 昨立木ははじめ傾斜の下位方

向に肥大侃侍したのち上位方向に肥大偏侍が

移行しているととがみとめられ， また (B)

群立二十三!士主として傾斜の下位方向に肥大{扇情

-
守

• ・
!

luｭ

-
胃
、

H
 

,. h・
1• p

 

o '0 同 ω'" 岡山 o lO・0 岡田 ωo ¥20 

一ー・衛~刊の時脅

をつづけている傾向にある。しかし，例身の Fig.6 

地上高 O.Om における N-S 偏心度の陀年愛化
立木は樹心からの齢階に関してその1fnï'L、の度

合を異にしてたり，それぞれ11'， 1有の偏心度の移行様式(偏心的棋とよぶととにする)をもつか

ら，まえに観察された地上高IC対する偏心様式(Fig. 2 ， 3 ，4 .5) はとれらの多数のf1~'L、 rlh紘の

一色iíを一定生長期lに関して平均表示したものにすぎないととになる。

偏心生長の括主l三変化をしめすf同心f均株の類型は ， r の修行方向について去ゐまかに次の 4 つ

の型iこうHfiできるようである (Fig. 7) 。

(a) :ß'!....(+)色:l~えを_f-_非する

(b) m!....(一)偵域をと下降する

( c) 型.. ..(+)領域をへて(-)領域へ移行ずる

(d) 型. . • • (一)領域をへて(+)領域へ移行する

Fig.7 偏心曲線の類型 (1)

全供試木について地上高 O.Om の N--S 偏心曲線

は，偏心方向の移行しない型 (a と b) が 32% でる

るにたいして偏心方向の移行する型 (c と d) が 68%

の多きにのぼっているがp いまそれら各々がもっ・

奈ヰ角 α1 によって(+) (-)傾斜別に (A) (B) 

HL 〆~ / 
1.1 ~ \:'(二フー

借問。ものさ@靖
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Table 3 偏心 rlfl*J~の各W!の'-/':現率(%)

a-) 

(b) (c) (d) 

: (+) ! (ー) ( + ) (ー) , (十) 1 (一) (+) I (ー)

( a) 

211下についてその出現率を:J<;

めると Table 3 になる。

すなわち，件I lI lが阻の 111現

曲線の型 ! 

(A) 群立木 67 33 I 33 67 8 92 94 
6 する(日域はほとんど決定的に

(B) 若手立木 20 つぎのようなキ/l.介せによって

村f，hl!:されていることを知る・

( a) 型ー (--:-)傾斜 (A) ii下または(一)傾斜 (B) 群立本

円
U∞

 
円
υ 100 。 。↓ 100

(b) 型(一)傾斜 (A) 貯または(+) fl自剥 (B) ilt立木

( c ) 型(-)傾斜 (A) iiI牟または(+)傾斜 (B) î~r:立本

(c1) 型ヨ (+) 11頃斜 (A) !~y， または(-)傾斜 (B) 群立本

との炎のうちで例外となった少数の1/"'1'休はその 1 筒を除いてい十れも Z の官〔が 1 にちかい

もの p すなわち (A) 詳と (B) 鮮との境界にちかいものであって，とれら異1'fHHの中IHJ的位

世を， Lî めるものとむもわれるから，上炎からそれぞれ共通の部分をとりだし(+) (-) ftfj斜

の別を傾斜の上下位方向の別に統合してまとめると，

(1) (A) 1:下は何軒の l二位}j [f'] I 乙)j巴)-:1日侍する

(2) (B) 群は ftf添!トのド仕方向に日目)-:11引t-Ji- る

との 2 つの型が組合されて，

(3) (A) 群乃状追から (B) !i下の状態に修行した場合法傾斜のー|二位方向からード位方 1~'J I乙

!肥大f!i\\ ff.}7j:f多行する

(4) (B) 詳の状態から (A) 群の状態lこ移行した場合法傾斜の F位方向からと位方向に

肥大侃怖が移行ずる

という 4 つの場合に~Ji別される。すなわち， (1) の場合には(+) ftri5î!干の (A) 併が (a) 型，

(-)側外の (A) !洋が (b) lf~!の 111I 初ítJl;'!を， (2) の場合には(一) 11可i斜の (B) 昨が(a)型，

(+) 1tfi引の (B) 併が (b) 型の 11l 1 >ÎJí8 1;'! を， (，ゆ同8め) の場合に iは土 (十) 作何何(i剖の (B) !併i日作I下:が CC)沼型主型~~月l!

(一) 附主斜.干}の (B) 1:下カが~ (d) ~主型lr担'lの rl山11山1/刷t剖J』i起以l収q を， また (4) の場合には (一) ftIi 引の (A) 併が

(C) 型， (十 ) ftf闘の (A) 群が (d)

--，耳r士、島備の玄白 ー-(Aラ生長過夜
ー司 CBl 型の 1/11*)足型をあたえる。とれは模式的にし

守"'哲り〉山

主/ /-'"、ん
下l\ \\ノ港
イ立 1 、.. " 
ヲ5
嗣 〈制措斗(Al け唱軒〈田 川崎桝(13) ト}崎軒〈川

酔叫叫型軒σl(aì喧 鮮の(c)!! Ü年の(c)~ょ

に唯斜[月 t哨鮮斗由，) (-}暗斜巾〉 け)俳~1判、〉
喜干の(ωE 砕町b)型 E平め (d)型 前例 Cd)世

にヨ〉 C<!) めずと Fig.8 のようになる。

Fig. 8 偏心曲線の類型 (2)

厳併にいえば，すべての生長条{午に対応

する生長状態の指加としてとりるげた Z

なる他は f比例時にたける総材肢を算/1:\の基

準にもちいてゐ久材h'(の生長はj~/'/三累積

される宇径の生長fIt (年陥幅)とはー失的
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な関係にないから， z の他によってiた)1ょした (A) lnたよび (B) 11干の立木はその生長初IgJ

あるいは生長iililWーのみ}IIJ部にたいても (A) ま td土 (B) lnの(あるいは“となるべき") 生

長状態であったか存かは1!\~関係で、ある。とくに， 生長初期lの生長状態の指棋に Z 二1. 0 を咋

るととは安当ではないようでるる。したがって，より rE昨にいえば，各自1，1休について 1949 "1三

(伐倒時)にみとめられた (A) 昨またば (B) 併に属すべき必然性をもっ生以状態にあった

~I:..kの過陀を (A) または (B) 併の生長過枠二といいかえるならば，上述の釘i県品J;果から ， j:也

上高 O.Om にたける 1日心生iとの状態は， (A) 生長過院と (B) 生長過程とで対味的なftCiI (,) 

をしめし一般の立木はとの 2 つの生長過陀の和!合せによって複雑な侃'L.'rlú純を緋成するという

ととカ2で、きる。

¥1ll 樹幹における偏心生長の出現状態

枯J幹生長の外的ゐより:内的諸条1'1:への反応としてあらわれる肥ん生長{同侍の状態が年々変修

しているととは前述のごとくであるが，会供;t，t木について，位;fi?í'の各部位にあらわれる侃心様

式がと、のようにしめされているかをみると， Fig. 9 に図示したように p 枯片手の応部を除いて

肥大師侍の方I(，Jが変化しないで一定方向にだ

けft~，L.、生長する !S'! ;ð，~I:ô 'i;;; に多い。 またf!司心 ~t

iとをまったくしめさない r=l の生長をなし

ているものは全1JI:.ifA:1三の全観iWJ地_1-. f.{J数を泊

じて約 3% しかなく p それも士山、l-.il';j 10m ま

では皆無で、ある。肥大生長偏侍方I(，Jが変化す

る型は地上自のひくいぷ'1\-[1でたたくあらわれ

ている。 すなわち，樹，~干のJ書店部 (0~2; 3 

m.) , r(.リ品目 (~10 m.) 沿よぴ卜.部(~t�'� 

1Íi!~D の部位によって lJ巴 A. 生:t.!:f!市怖に対応すべ

I~ム下/~ザ

:[y 

0.0 22 42 62 B1 ぬ"2 12.2 142 1 6. 2 泡2 202 222 

ーーー→徒上品， m'

Fig.9 地上、高に対広する各fln\{i、様式の出現率

き外的ないし内的条干1:が異なっているものと与えられる。とくに，立地の傾斜というい!子のごと

きは樹幹の基底部にたいてその作川台会きく，したがって，その反応としてのH~，L.'生長様式の

傾向は地支から遠くはなれるにつれて稀薄となにまた小笹生長量(逐年の生kJ吾)の縦断的

配分に関する位抱的特性にくわえて，地去を!主なれるにしたがって増す外的条件のあらたな[:';[

子の作JiJは，ゐそらく基底部に主主ける肥大{日侍榛式とととなる様式を各tf.ji昨部位にるたえるで

あらう。

とれらのlJ巴え偏{奇生長様式を (A) (B):よ木群について立泡の(+) (-)傾訴別に分類

し傾斜の上位方向と下位方向とに対応させてとりまとめると， 肥大師f奇のたもたれる方向は

Table 4 にしめされるようなm現率を各崎、 k高にたいしてあたえている。 とれによると， 3~ 



第 61 号

体としてみて (A) 群の立木は全樹幹を iill じ

て傾斜の上位方向に肥大伺侍する 1tfìJ，"Jがつよ

林業試験場研究報告

(B) iiYュの'1r..木は反対に傾斜の下位方向

との ftii II'J はまえ1(.1肥大侃f;，jする Ni向が強い。

に観察された地上高 O.Om の r rll!純の解析

しかし，結以と一致しているようであるがp

その頻度はほとんど ε0% 以下であって 0.0

m にたける場合と iiD じ生理的現象とはかん

とれは南側ゐよび北側の斜面がえがたい。

について斜耐のJ二方と下方との関係に :þ> 1.、て

だいたいさ?なじような傾向をあ観察しでも，

斜jJ1ilJ 1)にみ(Table 5) , たえて明瞭でなく

ても (A) 群はい示、れも斜面の k方にむかつ

て肥大 fl~侍する傾向がつよいがその頻度は

50% にゐよばない。
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42.9 
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以上の幸ι

斜而方[，'Jにたいする侃心様式の
i也、J二f，:j)jJj Ii \fJ~率

地上高(凶 ( !) ∞ | ω | 
(A) 群

0.0 
2.2 
4.2 
6.2 
8.2 
10.2 
12.2 
14.2 
16.2 
18.2 
20.2 
?? ? 

ム計

(B) 群
0.0 
2.2 
4.2 
6.2 
8.2 

合計
器偏心機式

(1) 斜問の上位方向に肥大生長偏侍する。
(2) 斜面の下位方向に肥大生長偏侍する。
(3) 斜面の上位方向から下位方向に肥大生長偏侍

が移行する。
;ý;f商の下位方向から上位方向に肥大会長偏筒
が移行する、
肥大生長偏筒がない。

様式はその応部に沿いて立地の傾斜によりゐ
(5) 

ゐ〈反応し， j:也I二高をまずにともなって他の

力学的|主|子(たとえば風，立木の自主など)
(4) I (5)* 

や生理的国子(たとえば枝問の粗密による陽

光にたいする反応，重力にたいする生理的背

陛1:1:など)等の相互連関のうえにより必ゐく

作川され，凶作上部の偏心生長様式には立地

のftfì刻々コ会1・/Íl Îの方位は-~j，く的左役割を県すも

のではないように考えられる。

日1.6 0 
27.0 0 
10.5 0 
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10.5 0 
6.8 6.1 
6.7 I 12.9 
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o 14.3 
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10.0 i 
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信件iYの基底部位l亡長ける侃心憾年変化の曲

マ
て

中:)Jtが立地の傾斜と関係しているととから p

の侃心、度の大いさと何斜f{Jの大いさとにも関

係があるだろうと考えられるが， W，j 々に変化

しつつある侃.c.、皮を一律に立地の傾斜角と比

との関係を知る較するととは無意l引くで‘あり p

(4) 

(5) 
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ためには同氏の系列にある生育過程と侃'L.'IIII~Jí~をもっ試料に上らなければならないととにな

る。しかしながら p あたえられた供試木からとの同氏の系列をもとめるととは同期でるったの

で，それらの侃4む 1 1I 1;f)~から樹齢を規整するととのみによって沿ゐまかに侃'L.、皮と傾斜角との関

係を観察した。

さきに歓楽した各fjb試木の地

上高 O.Om の偏心的繰から偏

心方向が λ， 7パ=(士)から N7s

=(干) に移行する樹齢，すな

わち，肥大生長侃怖が泊犬する

に要する年数 k を求めて，とれ

とそれぞれの立地のftIi余千角士 α1

との関係を図示すると Fig. 10 
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Fig. 10 偏心方向の移行ずる樹齢と立地の傾斜角直

のようにな 1) , 勿論， α は肥大生長偏侍の絶対的囚子ではないであろうしiJlIJ5tされた α の{直

も ~k多少変化しているであろうから図上の1Jl1J点はかなり散義的ではあるが，大付えに会いて α

の絶対値の士??加は k の減少をともなっているように見倣される。 それでいま肥大偏侍を泊失
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した枝指令 k をこえた年数(1949 "'1ミ現在まで

の) と偏心度士N7バの手配せ値との関係をみ

ると ， Fig. 11 のように，分数i或ははげしい

けれどもやはりたゐよそのととろ偏心度は k

をとえる年数の増加とともにます傾向がみら

れるようである。

もし，樹齢と傾斜f(J と侃心度との間にとの

ような関係がある度合で存在するとすればp

7=1 なる柱J長告 k を基準として， k をとえる

Fig. 11 k をこえた年数と偏心度 7 の大さ 一定年数にたいする桔'J1lj合 (k+x) 年にゐける

偏心度の大いさとそれに対応する'何軒角とを比較するととができょう。いま， (k+x) 年現在

の侃心度 T の結対位と各立木のもつ傾斜角 α の粧対他との紋11日隔毎千均値を対応させると p

Xニー 10，十5，十 10 ， +20, +30，十40，十 60，十80 の各樹齢について Fig. 12 にしめすよ

うな配列をあたえる。とれによると Xニー10 すなわち侃心方向の移行する前の状態では偏心

度と傾斜角との関係は区々でるるが， x=O すなわち k をとえてからは傾部角の増加l は侃'L.、度

の哨加をともなうごとくである。また，傾斜fIJの増加にたいする偏心度の増加の割合はNi剥角

が大となるにしたがい， また k をとえる年数が大となるにしたがって減少するようであり，

侃'L.、度の値は k をとえる年数の増加とともに大となる傾向をしめしているが， ゐそらく限界
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，I.\i~ をもつものと二与えられる。
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の 2 つに大別される。
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またJJ.l h は侃心方向が修行してのちふたたび‘侃，C;" 立が最大と方向の午径がひとしくなる点，
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mmM 
(P，、 ~P3) ，(Pl~P，、). II とれらの各点にはさまれる I If J線の部分 It;rる点、であって，

P4 ) はそれぞれ樹休の生上ぷ過程にたいてととなった意味をもっ生-l::frcである。

各fJl:試

傾斜の←ド枚方[I'Jに位置する千五Jとのキl;洪によると，笹生長量を .'q:l Jl，して Fig. 14 にしめす。
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年'liÍrÛIIl{;\ (X 型 D3 ， Y 型 d，)は各rltl線部分とも (X) 型・ (Y) 型両?í-Ii IH乙大差なくj_fr似的で

あって， rlll*良部分 I でがJ lmm , II で1.5mm， III で 2mm ちかいfJi'[をしめし， 附段状に

漸JT干している。 (X) 型と (Y) 型との差異，すなわち， (A) 生長過開と (B) 生長過院との

キ11 みあわせによってあらわれる侃.c.'flfl線の差異l土，したがって，傾斜の上f立方向に位i位する年

輪附 (X 型 D1 ， Y 型 dl) の f日侍によってー決定さ ~L ， 前'7fでは附段状に漸ìfrJi;し後:x-では附段

状にi符力11 し， rlh~JjU-_にしめされる (B) 生Iぷ断笠を立味する部分 (X) 引の目むよぴ (Y) 型

の I では，その狭い方の千均年倫幅 (D1 と dl) は 1mm 以下であり， その広い方の平均

年'I[Írû幅 (D、とぬ)は 1~2mm の川にある。 また， (A) 生k過程を立n;jーする部分 (X) 型

の l ゐよび (Y) 型の目では，その狭い方の平均年倫中高 (D二と d2) は 1~2mm のIl IJに

あしその広い方の1/5..1:'j'.1日|命中国 (D1 と dl) は約 2mm よりもたむきい。

E 樹幹における偏心曲線に対応する竿径生長量

制11.怜ill{l'[にゐける fl;;j.~，の様式は Fig. 9 にみたように肥大生長侃侍の方向を変化しないもの

が大部分をしめ，土lLl二高 10m までは偏心生長をしめさないものは特J!!r;であったが，いま p と

の倒 I;Î~~部分の fl;;j .~'rllrrf.J~に対応ずる各土li!_J:高山千l:cj "/ミ'1

中国 D1 ， D"; dl , dコを求めると Fig. 15 のようにな

る。ととに Dl ， D" は前項 (X) Ir;'!rlll*泉の I の部分に

たいする傾斜の上位方向， 下位方向の千l:cj"F輸相でb

1) , dl，ぬは (Y) ~-1'!の l 部分にたいするそれであ

る。図にあきらかなように， との 4 7í'のあいだには

Dl>D2>ゐ>Òl なる関係がみとめられ， 傾斜の上位

方/r'rJ に肥ん生長1日前しているものの狭い方の千均年愉

幅 D2 は ftfì訓の下位方向に肥大生長{同情しているもの

の広い方の-'/三l:cj l， /ê'l印刷 dコよりもつねに必ゐきく， ま
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Fig. 15 樹幹の N-S (fι心曲線 1 の

部分に対町、する平均卒論隅

たとれら 4 つのfJl'f.は士山J二高をまずにつれてその相対的関係をたもったまま榊加している。

材の生長過程は行it断的には樹心部はすぺて生長の前期に属すると巧えられるが，縦断的に l土

地上高をまずにつれて生長の後期に移行するととになる。 したがって，上記の 4 つの値 D1 ，

De ;j6-よぴ dl ， d2 は，縦断的にいって，古fj2 者は地上高ひくきものは (X) 担 I の D1 ， De に

つら友り， 地上高たかきものは (Y) 型目の dl ， dョにつらなるものであり， また後2 者は

(Y) 型 l の dl ， ぬから:L1iLf:高をますにつれて (X) 型 E の D1 ， D2 につらなるものとなる

可能性がたままきい (Fig. 13 , 14 参加入 :Ltl高の増7jl1 lr:ともなってとの移行が漸グ~~続的に

むとたわれるととになるから，横断的にみた偏心曲棋の類型は ， ý也k高をますにつれて質的に

変化し， 地上高にたいする年径生長量の樹間的!f'，'f世と相侯って平均年輪幅の変化をもたらすと
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とになるとも考えられる。

AlI要約

北海道行狩国厚田地主産のトドマツ材 (Abies Sp.) について立地の傾科にたいする侃心生

士長の状態を観察した。 Jfレ1"地は}持側J'ti-よび、北側の剥 1Mと峰仰とからなり伐区内のトドマツを皆

伐して供試材とした。

( 1 ) 全供試木 (68 本)の全観測地上高数にたいして， すべての生長過程に肥大生長fl~侍

をまったくしめさないものはわ歩かに 3.3% しかなく， :J:也上高 10m，までは皆i.f!Tiで、るった。

(2) 偏心状態の出現様式は林分のもつ斜面(1札北斜刊ゐよび峰筋)についてよりも，各

立木の立つ小地形 (立本を1:(1心として径 2m の地問)の傾斜について， 樹幹下位部にたい

て，より明瞭な差異をしめすようであった。

( 3) また1lhl' L.'様式の IH現状態は p 各立木の量的生育過松(桁棋 Zニ総付積/樹齢x1 ， OOO)

にもとづく 2 :1洋 (A) (Z>.1)ゐよび (B) (Zく 1) 状態の別にしたがって対蹴(If~な傾向をし

めした。

(4) 桂J:<?:'同日illで、は 11ル己、方向が肥大生長に伴って変化するものが手まなく (70 %)，樹幹 i二位

部では侃心、方向の変化しないものが大部分であリ(70~80%) ， とのうち (A) 群笠木!土立地

の何i耕またはま;国[のj-.t';:志向に， (B) 群立木1主下位方I"Jに肥大i品侍をしめす傾向がつよかっ

fこ。

(5 ) 樹幹応部についてその侃心度の歴年変化[11山主を解析して (A) 生長過程で、は何時!の上

位方向にぐB) 生長過杭では下位方向に肥大生長f同情する傾向をもち，複雑な連年の偏心、方向

の変化はとの車[Jみあわせによってきまるととを知った。この ftfH"J は桔F斧のかなり高い部分まで

ゐよんでいた。

(6) :f也上高 0.0111 に沿いて侃心方向が変化するまでに止さする樹齢 k は立地の附斜角と 2子

会よそ反比例的関係にあり， k をとえる年数と偏心!立の大いさは大約比例的関係にあり， k を

とえた一定年数の樹齢にゐける各立木の偏心度は傾斜fIlの榊)jJlにともなって逓減的に噌カ11する

ftrì向をしめした。

(7) :f也i二両 0.0111 にむける ~F..ItJ年1州国は (A) 生k過程の生長肥大11Wでは 2111111 より

大きく生長被圧倒は 1~2111111 のHlH乙あり p また (B) 生長過程の生長!肥大側で、は 1~2mm

の聞にあり企長被圧側では 1111111 以下でるった、

(8) ;樹!í~~ql 位者.~ (士止と高 10m まで) に主主ける平均年輪幅は， ftff科のJ二位方向 l乙肥大i品

情ずるものの生長肥大側，生長被圧側，傾斜のド位方向に肥大偏侍ずるものの生長肥大側，生

長被圧tHúの 4 者のIilJにこの/1聞の大小関係があにその大いさはそれぞれ地上正;j をまずにつれて

漸増した v。

長第 5 報参照
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( 9) つ判長で生長過程類別の指標として探った Zニ 1 なる fl[[は伐倒時の総材らなを基準として

いるので， é!三百過松の 1[I;! 々の部分に埴応させるためには安当性をと欠く場合も考えられ，種別的

主主 l枠住としての Z の辿年変化曲線にもとすコいてさらに追究される必要があるとゐもわれる。

な2h 本報のitA:f'1 では， Z=l はいわゆる通常に被圧本の量的境界帯にほぼ一致する。
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Rémm品

In this report we describe the condition of eccentric growth in thickness 

in relation with the slope of stand of Todo.fir (Abies sp.) grown at Atsuta 

district in Hokkaidδ. Sixty.eight sample trees were cut from a test.plot consisting 

of southward slope, northward slope and the ridge. The results obtained from 

the observations are as follows: 

1. In all disks tested, it was only 3.3% that showed no eccﾉmtric growth in 

thickness in all their increment process, and there were none at O~ 10 m height of 

stem from the ground. 

2. The form of eccentric growth of the lower part of stem had rather more 

distinct tendencies to be influenced by the factor of declivity of the spot on 

which each tree stood (the declivity was measured on the space of 2-meter 

diameter arouncl each sample tree) , than the direction of slope of forest stand. 

3. The tendencies of eccentric growth form showed a reverse proportion 

against the two groups A and B of sample trees which were divided based upon 

the volume increment process (A: Z>l , B: Zく1 ， where Z = total volume/tree 

agex1 ,OOO). 

4. At the lower part of stem the type often appearecl that the direction of 

eccentricity of growth varied with the process of diameter increment (70%) , but 

at the middle and upper part of stem the type was mostly that the direction 

of eccentricity of growth was constant (70~80%) ， and in the latter the group 

A of sample trees hacl the tenclency of having the direction of eccentricity of 

growth upward of slope of stand or declivity of spot, and group B downward. 

5. Analysing the curve of eccentric degree composed of var匂us ones in 

connection with the process of current annual diameter increment of the lower 

part of stem, it was known that the growth process of A showed th巴 tendency

of having the direction of eccentricity of growth to upward, and B downward, 
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of the declivity of spot on which the ~Çlmple tree stood, and the complicated 

curve of eccentric degree was ~ettled by the combination of these two tendencies. 

This tendency reached the considerably higher part of stem. 

6. At the level of the ground, the tree age k , at which the direction of 

eccentricity of growth began to vary , was generally antiproportional to the 

c1eclivity of spot on which the sample tree stooc1, anc1 the number of years 

in excess of k was proportional in general to the eccentric degree, and the 

eccentric degree at the age of any constant number of years in exce~s of k 

increased with the increase of the declivity of spot, decreasing the rate of 

increase of the former to that of the latter. 

7. The average wid.th of annual ring at the level of the ground was larger 

than 2 mm. on the side with larger width of annual ring, and 1 ~2 mm. on the 

side with smaller width of annual ring in A growth process, and in B 

growth process the former was 1~2 mm. , the later smaller than 1 mm. 

8. The average width of annual ring at the middle part of stem (O~10 m. 

above the gTound) decreased according to the following order: the side with 

larger width of annual ring, that with smaller width of annual ring at the part 

showing the direction of eccentric growth to upward of the declivity of spot 

and that at the part showing the direction of eccentric growth to downward 

of the declivity of spot. They increase�. with the height of stem above the 

ground. 

9. In this report, the index Z = 1 corresponded with the boundary between 

the so-called suppressed trees and normal trees , but perhaps this index value 

wi11 be not always appropriate for a11 other cases and it wi11 be necessary for 

other cases to newly find the most appropriate index. 


